
進化計算と知能創発
「進化を計算するAI（人工知能）」の研究をめざします

EC＋DL＋ML≒AI+AL (Artificial Intelligence + Artificial life)

当研究室では，進化と創発をキーワードにした計算やシステムについて研究して
います．
• 「クジャクの羽はなぜあんなに美しいのか？」
• 「キリンの首はどうして長くなったのか？」
• 「働きバチは自分で子供を産まずになぜ女王バチに奉仕するのか？」
これらの謎に迫っていくと，生物が進化の過程で，ある種の最適化問題を解い
ていることがわかります．こうした生物の進化のメカニズムをまねて，データの構
造を変形，合成，選択する工学的な手法が「進化論的手法」です．目的は，効果
的な計算システムを実現させることにあります．この手法は，最適化問題の解法，
人工知能の学習，推論，プログラムの自動合成などに広く応用され，「自然に学
ぶ問題解決（Problem Solving from Nature）」をめざします．

対話型進化による作曲システム
と得られたリズム例

Genetic Programming Inc.

これらの手法は，工学と生命科学の融合をめざし，「共生」と「多様性」と
いった生命現象の主要な概念をコンピュータで人工生命として実現する
ものです． さらに「創発」や「複雑系」という現象の解明にもつながります．

進化型ロボットの例:
ヒューマノイドによる協調搬送

ＧＰによる金融トレーディングシステム

ゲームAIへの応用：
(左下)Ms.パックマンにおい
て，GPのプレイヤが敵をお
びき寄せている様子．
(下) GPによるスーパマリオ
の進化（by M.S.)
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Deep neuro-evolution Black-box optimization
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進化計算と機械学習を統合した
手法は，工学的最適化のみなら
ず，金融工学，芸術やデザイン
などの分野に広く応用されてい
ます．さらに，進化型強化学習
はロボットやゲームAIにも適用さ
れ有効性が確かめられています．

ニューロ進化に基づく X線危険物探知システム

深層学習と進化計算を統合したフレーム
ワークがニューロ進化です。ニューロ進化
の主要な特徴は最適なネットワークとその
学習パラメータを遺伝的に探索すること
です．それにより通常のニューラル・ネット
ワーク探索に伴う手間（試行錯誤による
ネットワーク構築など）を省くことが出来
ます．ニューロ進化は様々な分野で応用
され、その有効性が確認されています。
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➢ URL http://www.iba.t.u-tokyo.ac.jp

➢ Email iba@iba.t.u-tokyo.ac.jp
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